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奨励品種に採用しようとする品種 

 

小麦「はるみずき」 

１．来歴 

 

早生・短稈でグルテンを強化した製パン性に優れる高タンパク質のパン用コムギを育種目標に、

2008年1月に、「ミナミノカオリ」を母、多収の日本めん用コムギ「中国151号（ふくほのか）」に硬質性

のピュロインドリン遺伝子Pina-D1bと高分子量グルテニン遺伝子Glu-D1dを導入した準同質遺伝子

系統である「中国151号（Pina-D1b,Glu-D1d）」を父として交配したF1 を母に，「中国151号

（Pina-D1b, Glu-D1d）」を父として一回の戻し交配を行った。  

2008年3月にF1を世代促進温室で栽培し、2008年11月にF2世代を集団養成、2009年度にF3世代

の集団から200穂を穂選抜し、2010年度から派生系統育種法により選抜固定を進めた。2012年度F6

世代で生産力検定予備試験に供試した。 

選抜した系統は「中系13-23」の系統名を付し生産力検定試験、地域適応性試験および特性検

定試験に供試した結果、成績が良好であったので、2015年度から「中国168号」の系統名を付し奨

励品種決定調査に供試した。その結果、大分県での奨励品種採用が見込まれたため、「はるみず

き」として品種登録出願を行った（品種登録出願番号第33494号、2018年11月13日出願）。品種名の

「はるみずき」は、暖かな春の風に吹かれて「みずき」（早春に枝を切ると水が滴り落ちる木）のように

瑞々しく光る麦の穂に豊かな実りがもたらされることを願って命名された。 

 

２．系譜 
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３．特性概要 

 

１）育成地での特性 

 

「はるみずき」は、育成地では「ミナミノカオリ」に比べ、出穂期は6日早く、成熟期は3日早い。「せと

きらら」と比べると、成熟期で2日早い。暦日では、「はるみずき」の条播の出穂期は6年間で4月8日

から4月17日、「ミナミノカオリ」は4月13日から4月24日までの幅があった。稈長は「ミナミノカオリ」と同

程度で「せときらら」より短く、倒伏程度は“無”で「せときらら」より耐倒伏性に優れる。穂長は「ミナミノ

カオリ」に比べて1cm以上長く、「せときらら」と比べても長い。穂数は同程度である。育成地の収量試

験では、各品種ともにうどんこ病、赤さび病はほとんど発生せず、また、赤かび病の発生も少なかっ

たため、品種間差異は認められなかった。収量は「ミナミノカオリ」対比で広幅条播栽培では111%、ド

リル播種栽培では105%と多く、「ミナミノカオリ」と「せときらら」の中間的な値であった。容積重は「ミナ

ミノカオリ」「せときらら」と同程度、千粒重は「ミナミノカオリ」「せときらら」よりやや小さい傾向であった。

外観品質は「ミナミノカオリ」よりやや優れる。原粒のタンパク質含量は収量を反映して「ミナミノカオ

リ」と「せときらら」の中間的な値であった。穀粒硬度は「せときらら」と同程度で「ミナミノカオリ」より高く、

硝子率は「せときらら」より高かった。  

特性検定試験の結果では、穂発芽性と赤かび病抵抗性は「せときらら」と同程度の“中”で「ミナミ

ノカオリ」より強く、育成地の福山市における赤さび病抵抗性は“やや弱”、うどんこ病抵抗性は“中”

で「せときらら」と同程度である。赤さび病とうどんこ病は地域によってレースが異なるため、栽培地域

によって抵抗性が異なる場合があり、注意が必要である。コムギ縞萎縮病I型に対する抵抗性は“中”

で「ミナミノカオリ」より弱い。この試験では「せときらら」と比較をしていないが、これまでの「農林61号」

を含む試験結果との比較から「せときらら」と同程度の抵抗性と推察される。 

 

２）奈良県農業研究開発センターでの特性 
 

  「ふくはるか」と比べ、 

・出穂期は５日早く、成熟期は１日早い。 

・稈長は２.４ｃｍ長く、穂長は０.６ｃｍ長い。 

・収量は対比で１０３％とやや多収である。 

・千粒重はやや大きく、容積重はやや小さい。 

・開花期追肥の量を８kg/10aで揃えた場合、原麦のタンパク質含有率は１.２％高い。 

・外観品質は同等。 

 

３）現地試験の結果 
 

現地では、「ふくはるか」と比べ、出穂期は４日～８日早く、成熟期は１日～５日早かった。収量は

概ね多く、千粒重はやや大きく、容積重はやや小さかった。 

「はるみずき」と「ふくはるか」に対し、開花期に同様に追肥(窒素成分８kg/10ａ)を施用した結果、

「はるみずき」は「ふくはるか」と比べて、原麦のタンパク質含有率は１.５％程度向上した。 
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0
.8

0
0

2

2
0
1
7

1
1
.2

2
0
.8

0
.5

7
0
.7

4
2
.0

9
0
.3

0
0
.3

8
-

-
-

-
0
.8

0
0

2

早
播

き
2
0
2
0

1
1
.0

4
0
.8

0
.5

7
0
.7

4
1
.2

1
0
.2

0
0
.2

5
2
.1

0
0
.2

0
0
.2

5
0
.8

0
0

2

標
準

播
き

2
0
2
0

1
1
.1

7
0
.8

0
.5

7
0
.7

4
2
.1

0
0
.2

0
0
.2

5
-

-
-

-
0
.8

0
0

2

遅
播

き
2
0
2
0

1
2
.0

7
0
.8

0
.5

7
0
.7

4
2
.2

0
0
.2

0
0
.2

5
-

-
-

-
0
.8

0
0

2

標
準

播
き

2
0
1
9

1
1
.1

8
0
.8

0
.5

7
0
.7

4
2
.1

0
0
.3

0
0
.3

8
-

-
-

-
0
.8

0
0

2

高
タ

ン
パ

ク
2
0
1
8

1
1
.2

1
0
.8

0
.5

7
0
.7

4
2
.1

9
0
.2

0
0
.2

5
-

-
-

-
0
.8

0
0

2

低
タ

ン
パ

ク
2
0
1
8

1
1
.2

6
0
.8

0
.5

7
0
.7

4
2
.1

9
0
.2

0
0
.2

5
-

-
-

-
0
.4

0
0

2

標
準

播
き

2
0
1
7

1
1
.2

2
0
.8

0
.5

7
0
.7

4
2
.0

9
0
.3

0
0
.3

8
-

-
-

-
0
.8

0
0

2

1
回

目
追

肥
量

kg
/
a

2
回

目
追

肥
量

kg
/
a

区
制

備
考

元
肥

：
燐

加
安

4
0
3
、

追
肥

：
N

K
-
C

1
2
号

、
開

花
期

追
肥

：
硫

安

製
パ

ン
試

験
条

播
き

播
種

期
比

較

生
育

比
較

標
準

播
き

試
験

内
容

試
験

区
分

播
種

年
度

播
種

期
月

.日
播

種
方

法

基
肥

量
kg

/
a

開
花

期
追

肥
量

 k
g/

a

条
播

き

条
播

き
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表
５
　
現
地
試
験
に
お
け
る
試
験
成
績

試
験

場
所

播
種

年
度

品
種

施
肥

条
件

出
穂

期
月

.日
成

熟
期

月
.日

稈
長

cm
穂

長
cm

穂
数

本
/
㎡

倒
伏

の

多
少

1)

赤
か

び

病
1)

収
量

kg
/
a

標
準

比
%

千
粒

重
g

容
積

重
g/

L

外
観

品
質

2)

原
麦

タ
ン

パ
ク

質
含

有
率

%
3)

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
2
回

3
.3

1
5
.3

0
8
7

9
.2

4
8
0

0
.0

0
.0

7
2
.2

9
9

4
2
.5

8
3
5

-
1
5
.1

ふ
く
は

る
か

分
げ

つ
肥

2
回

4
.0

4
5
.2

8
8
5

9
.4

5
2
4

0
.0

0
.0

7
3
.1

1
0
0

3
7
.2

8
2
8

-
1
4
.3

2
0
1
9

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
1
回

3
.2

6
5
.2

8
8
7

9
.5

5
6
1

0
.0

0
.0

5
9
.1

1
0
1

3
9
.9

8
3
7

2
1
1
.0

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
2
回

4
.0

6
6
.0

1
8
8

1
0
.8

5
0
2

0
.0

0
.0

7
6
.5

1
4
9

3
8
.3

8
2
2

4
1
3
.1

ふ
く
は

る
か

分
げ

つ
肥

2
回

4
.1

3
6
.0

2
8
2

8
.9

3
2
2

0
.0

0
.0

5
1
.3

1
0
0

3
8
.7

8
4
4

4
1
2
.9

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
2
回

4
.0

5
6
.0

2
7
7

1
0
.1

4
3
0

0
.0

0
.0

6
5
.2

1
2
4

3
9
.1

8
0
4

-
1
5
.6

ふ
く
は

る
か

分
げ

つ
肥

2
回

4
.1

0
6
.0

5
7
8

8
.8

4
5
0

0
.0

0
.0

5
2
.4

1
0
0

3
5
.5

8
2
3

-
1
2
.3

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
2
回

3
.2

8
5
.2

3
8
5

9
.3

6
8
8

3
.0

0
.0

6
6
.8

9
4

3
8
.9

8
2
6

-
1
3
.1

ふ
く
は

る
か

分
げ

つ
肥

2
回

4
.0

3
5
.2

8
8
9

8
.9

8
3
0

3
.0

0
.0

7
1
.0

1
0
0

3
5
.6

8
3
3

-
1
2
.1

分
げ

つ
肥

2
回

3
.2

5
5
.2

7
9
1

9
.6

5
6
6

0
.0

0
.0

5
8
.4

9
9

4
1
.1

8
3
7

2
1
1
.1

分
げ

つ
肥

1
回

3
.2

5
5
.2

7
8
9

9
.0

4
7
9

0
.0

0
.0

4
7
.6

8
1

4
0
.2

8
3
9

2
1
0
.3

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
2
回

4
.0

3
6
.0

5
8
2

9
.2

5
3
3

0
.0

0
.0

7
2
.8

1
1
5

4
1
.0

8
2
3

-
1
4
.7

ふ
く
は

る
か

分
げ

つ
肥

2
回

4
.1

1
6
.0

7
8
5

8
.4

6
0
3

0
.0

1
.0

6
3
.5

1
0
0

4
0
.1

8
3
0

-
1
0
.9

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
1
回

4
.0

4
6
.0

2
7
9

9
.0

4
2
2

0
.0

0
.0

6
9
.1

9
6

4
0
.6

8
3
2

-
1
1
.8

ふ
く
は

る
か

分
げ

つ
肥

1
回

4
.0

9
6
.0

5
7
9

8
.8

5
0
8

0
.0

0
.0

7
2
.3

1
0
0

3
7
.5

8
3
3

-
1
2
.1

1
)　

倒
伏

、
赤

か
び

病
は

無
:0

～
甚

:5
で

示
し

た
　

　
2
)　

外
観

品
質

は
、

上
の

上
：1

 ～
 下

：6
 で

示
し

た
　

  
3
)　

農
研

セ
に

お
け

る
C

/
N

コ
ー

ダ
ー

測
定

値

は
る

み
ず

き

山
添

村

五
條

市

2
0
2
0

2
0
2
0

2
0
2
0

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
0

桜
井

市

2
0
1
8

天
理

市

田
原

本
町
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表
６
　
現
地
試
験
に
お
け
る
原
麦
品
質
お
よ
び
製
粉
試
験
成
績

粒
蛋

白
%

粒
灰

分
%

硬
度

製
粉

歩
留

%
ミ

リ
ン

グ
ス

コ
ア

B
/
M

率
%

セ
モ

リ
ナ

生
成

率
%

セ
モ

リ
ナ

粉
砕

率
%

粉
蛋

白
%

粉
灰

分
%

粒
度

μ
m

バ
ロ

リ
メ

ー
タ

ー
バ

リ
ュ

ー

2
0
1
9

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
1
回

1
1
.6

1
.6

6
1
.7

6
9
.0

8
1
.8

2
4
.2

6
2
.5

8
9
.0

1
1
.0

0
.4

3
7
1
.6

7
3
.8

は
る

み
ず

き
分

げ
つ

肥
1
回

1
2
.9

1
.4

6
6
.9

6
9
.1

8
2
.2

2
4
.5

6
0
.8

9
1
.2

1
1
.6

0
.4

3
7
1
.0

－

ふ
く

は
る

か
分

げ
つ

肥
1
回

1
2
.6

1
.5

6
0
.4

6
8
.9

8
1
.9

2
4
.4

6
0
.8

9
1
.2

1
1
.3

0
.4

2
7
0
.0

－

分
げ

つ
肥

2
回

1
1
.8

1
.6

5
9
.7

7
1
.5

8
4
.3

2
5
.0

6
2
.5

9
1
.6

1
1
.0

0
.4

3
5
9
.5

7
7
.8

分
げ

つ
肥

1
回

1
0
.9

1
.6

6
1
.6

7
1
.0

8
4
.2

2
3
.1

6
3
.1

9
1
.3

1
0
.2

0
.4

2
7
0
.5

6
6
.8

注
)　

西
日

本
農

業
研

究
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

測
定

値
。

20
20

年
播

に
つ

い
て

は
8
月

中
旬

分
析

予
定

粉
の

性
状

原
麦

品
質

製
粉

性

桜
井

市

田
原

本
町

試
験

場
所

品
種

名
施

肥
条

件
播

種
年

度

は
る

み
ず

き

2
0
1
8

2
0
1
9

     付
表
　
現
地
試
験
の
耕
種
概
要
お
よ
び
特
記
事
項

窒
素

燐
酸

加
里

追
肥

日
窒

素
燐

酸
加

里
追

肥
日

窒
素

燐
酸

加
里

追
肥

日
窒

素
燐

酸
加

里

2
0
2
0

1
1
.1

8
条

播
（
条

間
2
5
cm

）
0
.8

0
.8

0
.8

1
.2

5
0
.2

0
.0

0
.0

2
.2

3
0
.2

0
.0

0
.0

4
.1

6
0
.6

0
.0

0
.0

2

2
0
1
9

1
1
.1

7
条

播
（
条

間
2
5
cm

）
0
.8

0
.8

0
.8

2
.1

0
0
.3

0
.0

0
.0

-
-

-
-

4
.0

4
0
.7

0
0

4

2
0
1
8

1
1
.1

5
条

播
（
条

間
3
0
cm

）
0
.6

0
.6

0
.6

1
.0

6
0
.2

0
.0

0
.0

2
.0

3
0
.2

0
.0

0
.0

0
.8

0
0

1

天
理

市
2
0
2
0

1
1
.2

4
条

播
（
条

間
3
0
cm

）
0
.8

0
.8

0
.8

1
.3

0
0
.2

0
.0

0
.0

2
.2

0
0
.2

0
.2

0
.2

4
.1

5
0
.8

0
0

2
元

肥
：
D

H
C

高
度

化
成

(1
4
-
1
4
-
1
4
)

追
肥

：
硫

安
、

開
花

期
追

肥
：
尿

素

2
0
2
0

1
1
.1

7
条

播
（
条

間
3
5
cm

）
0
.7

0
.7

0
.7

1
.1

1
0
.3

0
.0

0
.4

2
.1

4
0
.4

0
.0

0
.0

4
.0

8
0
.8

0
0

2
元

肥
：
国

産
化

成
4
4
4
、

1
回

目
追

肥
：
N

K
-
C

1
2
号

2
回

目
追

肥
：
塩

安
(2

5
-
0
-
0
)、

開
花

期
追

肥
：
尿

素
(4

6
-
0
-
0
)

1
1
.1

6
条

播
（
条

間
3
5
cm

）
0
.7

0
.7

0
.7

1
.1

3
0
.2

0
.0

0
.3

2
.2

2
0
.4

0
.0

0
.0

4
.0

4
0
.7

0
0

2
(東

側
圃

場
）
元

肥
：
国

産
化

成
4
4
4
、

1
回

目
追

肥
：
N

K
-
C

1
2
号

2
回

目
追

肥
：
塩

安
(2

5
-
0
-
0
)、

開
花

期
追

肥
：
尿

素
(4

6
-
0
-
0
)

1
1
.1

6
条

播
（
条

間
3
5
cm

）
0
.7

0
.7

0
.7

2
.1

1
0
.3

0
.0

0
.4

-
-

-
-

4
.0

4
0
.7

0
0

2
(西

側
圃

場
）
元

肥
：
国

産
化

成
4
4
4
、

追
肥

：
N

K
-
C

1
2
号

開
花

期
追

肥
：
尿

素
(4

6
-
0
-
0
)

山
添

村
2
0
2
0

1
1
.0

9
条

播
（
条

間
2
8
cm

）
0
.8

0
.8

0
.8

1
.3

0
0
.2

0
.0

0
.0

2
.2

3
0
.2

0
.0

0
.0

4
.1

3
0
.8

0
0

2
元

肥
：
オ

ー
ル

1
4
化

成
、

追
肥

：
硫

安

五
條

市
2
0
2
0

1
1
.1

9
条

播
（
条

間
3
0
cm

）
0
.8

0
.6

0
.8

2
.1

0
0
.4

0
.0

0
.0

-
-

-
-

4
.1

9
0
.8

0
0

2
元

肥
：
高

度
化

成
(1

4
-
1
0
-
1
3
)、

追
肥

：
硫

安

備
考

桜
井

市

試
験

場
所

播
種

年
度

播
種

期
月

.日
播

種
方

法
基

肥
量

(k
g/

a)

元
肥

：
オ

ー
ル

1
4
化

成
追

肥
：
硫

安
開

花
期

追
肥

：
尿

素

田
原

本
町

1
回

目
追

肥
量

(k
g/

a)
2
回

目
追

肥
量

(k
g/

a)
開

花
期

追
肥

量
(k

g/
a)

区
制

2
0
1
9
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     表
７
　
実
需
者
に
よ
る
評
価

1
等

粉
2
等

粉

A
2
0
2
0
年

1
1
月

1
7
日

5
0
%

5
0
%

◎
食

パ
ン

、
ロ

ー
ル

パ
ン

、
ハ

ー
ド

系
パ

ン
等

9
種

の
パ

ン
を

試
作

。
外

麦
と

同
等

の
作

業
性

で
、

製
品

の
品

質
は

良
好

。
現

在
は

「
ふ

く
は

る
か

」
を

使
用

し
て

い
る

が
、

「
は

る
み

ず
き

」
が

導
入

さ
れ

れ
ば

使
用

し
た

い
。

B
2
0
2
0
年

1
2
月

2
日

5
0
%

5
0
%

〇
食

パ
ン

と
フ

ラ
ン

ス
パ

ン
を

試
作

。
外

麦
と

比
べ

て
作

業
性

は
や

や
劣

る
が

、
製

品
の

品
質

は
良

好
。

Ｃ
2
0
2
0
年

1
2
月

1
0
日

〇
1
等

粉
で

リ
ッ

チ
系

食
パ

ン
（
生

ク
リ
ー

ム
使

用
）
、

2
等

粉
で

リ
ー

ン
系

食
パ

ン
（
乳

成
分

無
添

加
）
を

試
作

。
外

麦
に

比
べ

て
作

業
性

は
や

や
悪

く
、

製
品

の
ふ

く
ら

み
が

や
や

悪
か

っ
た

が
、

香
り

が
す

ば
ら

し
い

。
好

み
の

問
題

だ
が

も
っ

ち
り

系
と

し
て

は
と

て
も

お
い

し
い

小
麦

。
粉

に
合

っ
た

パ
ン

や
製

造
方

法
に

す
れ

ば
最

良
の

も
の

に
な

る
。

食
パ

ン
よ

り
、

フ
ォ

カ
ッ

チ
ャ

な
ど

の
イ

タ
リ
ア

ン
系

の
シ

ン
プ

ル
な

パ
ン

に
合

う
の

で
は

な
い

か
。

Ｄ
5
0
%

5
0
%

◎
「
は

る
み

ず
き

」
1
0
0
％

で
学

校
給

食
用

コ
ッ

ペ
パ

ン
を

試
作

。
作

業
性

や
品

質
は

良
好

。
現

在
の

「
ふ

く
は

る
か

」
の

混
合

割
合

は
1
0
％

だ
が

、
「
は

る
み

ず
き

」
で

あ
れ

ば
3
0
％

に
で

き
る

と
考

え
ら

れ
る

。

中
華

麺
Ｄ

2
0
2
0
年

1
1
月

2
1
日

1
0
0
%

0
%

〇
外

麦
を

使
用

し
た

専
用

粉
に

比
べ

て
も

ち
も

ち
し

た
食

感
で

緩
く
な

り
や

す
い

。
製

品
の

外
観

は
少

し
黒

い
が

許
容

範
囲

。
中

華
麺

用
と

し
て

取
り

扱
い

可
能

。

Ｅ
2
0
2
0
年

1
1
月

2
6
日

1
0
0
%

0
%

◎
小

麦
粉

2
5
kg

の
試

作
用

ラ
イ

ン
に

よ
る

。
作

業
性

や
落

麺
程

度
は

通
常

と
同

等
で

、
通

常
通

り
の

熟
成

時
間

で
製

造
で

き
た

。
製

品
品

質
は

良
好

で
、

G
I基

準
に

適
合

す
る

。
食

味
は

、
国

産
品

（
き

た
ほ

な
み

）
に

比
べ

て
歯

ご
た

え
、

表
面

の
つ

る
み

は
問

題
無

い
。

調
理

2
0
分

後
は

麺
表

面
が

軟
ら

か
く

な
り

、
や

や
コ

シ
砕

け
す

る
。

雑
味

が
感

じ
ら

れ
る

が
、

製
粉

方
法

の
影

響
の

可
能

性
が

あ
る

。

Ｆ
2
0
2
0
年

1
2
月

2
7
日

1
0
0
%

0
%

△
小

麦
粉

2
5
kg

の
試

作
用

ラ
イ

ン
に

よ
る

。
「
ふ

く
は

る
か

」
よ

り
改

善
さ

れ
て

い
る

。

Ｆ
2
0
2
1
年

3
月

下
旬

1
0
0
%

0
%

△

小
麦

粉
1
5
0
kg

の
通

常
製

造
ラ

イ
ン

に
よ

る
。

日
常

使
用

し
て

い
る

外
麦

と
同

程
度

に
作

業
性

は
良

い
。

延
ば

す
に

つ
れ

麺
が

脆
く
な

り
、

乾
燥

し
た

麺
は

折
れ

や
す

い
。

表
面

に
フ

ス
マ

由
来

と
思

わ
れ

る
茶

色
の

斑
点

が
見

受
け

ら
れ

る
。

麺
の

表
面

は
ザ

ラ
ザ

ラ
し

た
感

じ
が

す
る

。
コ

シ
が

弱
く
、

内
麦

特
有

の
味

、
香

り
が

感
じ

ら
れ

な
い

。
製

粉
方

法
に

よ
り

改
善

さ
れ

る
部

分
も

あ
る

か
も

し
れ

な
い

。
外

麦
の

代
替

と
し

て
、

三
輪

素
麺

の
名

前
で

売
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

ネ
ー

ミ
ン

グ
や

販
売

方
法

を
検

討
し

て
い

く
。

手
延

べ
ひ

や
む

ぎ
Ｇ

2
0
2
0
年

1
1
月

2
4
日

〇
作

業
性

は
通

常
と

同
等

。
製

品
の

色
味

は
通

常
品

よ
り

茶
色

く
す

ん
で

お
り

、
乾

麺
の

状
態

で
は

お
い

し
そ

う
に

見
え

な
い

が
、

ゆ
で

麺
に

す
れ

ば
気

に
な

ら
な

い
。

食
味

は
コ

シ
と

も
っ

ち
り

感
が

あ
っ

て
お

い
し

い
。

日
本

そ
ば

Ｄ
2
0
2
0
年

1
1
月

2
1
日

0
%

1
0
0
%

〇
外

麦
を

使
用

し
た

専
用

粉
に

比
べ

て
も

ち
も

ち
し

た
食

感
で

緩
く
な

り
や

す
い

。
製

品
の

外
観

は
通

常
と

同
等

。
日

本
そ

ば
用

と
し

て
取

り
扱

い
可

能
。

注
)　

結
果

　
◎

：
大

変
良

い
、

○
：
良

い
、

△
：
や

や
劣

る各
粉

1
0
0
%
で

2
回

試
作

各
粉

1
0
0
%
で

2
回

試
作

業
者

時
期

小
麦

粉
使

用
割

合
結

果
備

考
品

目

三
輪

素
麺

（
手

延
べ

素
麺

）

パ
ン
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４．奨励品種に採用しようとする理由 

 

現在、本県の小麦奨励品種は「ふくはるか」（H23年奨励品種採用）であり、本県のみで栽培されて

いる。県内で生産された小麦は、県内の製粉会社によって製粉され、主に県内の学校給食用パンの

ブレンド原料として用いられるほか、冷凍お好み焼き、製菓および製パン用途に用いられている。また、

本県の特産品である「三輪素麺」への地元産の小麦の使用は一部に限られている。 

「はるみずき」は原麦のタンパク質含有率がやや高く、小麦粉の生地物性が強いため製麺性に優れ

る。また、製パン試験においても、官能評価の外観、内相の評価点が高く、作業性に大きな問題は無

く製パン性に優れる。また極早生で、稈長が短く倒伏に強い。県内での栽培適性に関しても「ふくはる

か」と同等に高い適性を持っている。 

また、栽培基準は現行奨励品種「ふくはるか」とほぼ変わらないが、交付金単価が高く、農業者の経

営安定と県産小麦の生産拡大に資するものと考えられる。 

このため、製パン性、製麺性に優れた品種として、「ふくはるか」に代替する。 

 

５．試験および検討経過 

 

１）試験経過 

 

・本県では、小麦の主な用途がうどんから学校給食用パンに代わっていること、地域特産品である素

麺への加工についても強力系品種が適していること、および小麦の交付金制度において日本めん

用品種よりパン・中華麺用品種の単価が高いことから、県では、平成27年度からパン・中華麺用品

種の選定に取り組んだ。 

・平成30年産奨励品種決定調査予備調査において、農研機構西日本農研センター育成の「中国

168号（はるみずき）」について、本県における栽培適性が高く、タンパク質含有率がやや高いため、

継続して検討することとした。 

・平成30年産より奈良県農業研究開発センター産小麦を用いて大阪府製粉協会による製粉・製パン

試験を実施 

・令和元年産奨励品種決定調査予備調査および現地調査において、「ふくはるか」と比較して、本

県における栽培適性は同等で、製パン性は高く有望とした。 

・令和２年産「はるみずき」について、現地で１ｔ規模の試作を行い、６００kg程度の小麦粉を得た。こ

れを用いて令和２年秋～冬にかけて、実需者によるパン、中華麺、素麺等への加工適性を調査し、

高い評価を得た。 

 

２）検討経過 

 

   平成３１年２月２８日  作物部門別検討会 

                 主要農作物生産対策会議 

   令和元年７月１１日  作物部門別検討会 

   令和元年８月２日   奈良県麦民間流通地方連絡協議会 

   令和２年２月２６日   奈良県麦意見交換会 

   令和２年２月２８日   作物部門別検討会 

                 主要農作物生産対策会議 
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   令和２年７月１日    作物部門別検討会 

   令和２年８月５日    奈良県麦民間流通地方連絡協議会 

   令和２年１１月１３日  小麦「はるみずき」実需者評価試験打合せ 

   令和２年１２月１７日  小麦「はるみずき」に関する打合せ会 

   令和３年３月３日    作物部門別検討会 

                 主要農作物生産対策会議 

   令和３年５月１１日   小麦有望品種「はるみずき」立毛検討会 

   令和３年７月２１日   作物部門別検討会 

令和３年８月６日    奨励品種検討会   

 

６．適応地帯 

 

・県内平坦部の小麦普及地帯、普及見込み面積107 ha（令和３年度小麦作付面積） 

・標高250m程度の中山間地域では、令和２年産、３年産において栽培が可能で、県平均値を上回

る収量が得られたが、標高300mを超える地域での栽培について令和４年産で試験するなど、中山

間地域における適応性については継続的に調査予定。 

 

７．栽培上の留意点 

 

1)パン・中華麺用品種として用途に応じたタンパク質含有率となるよう、開花期追肥を行う。 

2)早播きすると凍霜害の危険性が高まるため、極端な早播きは避ける。 
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＜参考資料＞   

種苗特性分類調査基準による分類表 

形態的特性 

階級 状態・区分 階級 状態・区分 階級 状態・区分
1-1 叢生 4 やや直立 4 やや直立 4 やや直立
1-2 株の開閉 4 やや閉 6 やや開 3 閉
1-3 鞘葉の色 1 無 1 無 1 無
2-4 稈長 4 やや短 5 中 4 やや短
2-5 稈の細太 6 やや太 6 やや太 6 やや太
2-6 稈の剛柔 5 中 6 やや剛 5 中
2-7 稈のワックスの多少 5 中 4 やや少 5 中
3-8 葉色 5 中 5 中 5 中
3-9 葉鞘のワックスの多少 6 やや多 4 やや少 6 やや多
3-10 葉鞘の毛の有無・多少 1 無～極少 1 無～極少 1 無～極少
3-11 葉身の下垂度 6 やや大 6 やや大 6 やや大
3-12 フレッケンの有無・多少 2 かなり少 2 かなり少 1 無～極少
4-13 穂型 2 紡錘状 2 紡錘状 2 紡錘状
4-14 穂長 7 長 6 やや長 3 短
4-15 粒着の粗密 4 やや粗 4 やや粗 6 やや密
4-16 穂の抽出度 5 中 6 やや長 5 中
4-17 穂のワックスの多少 6 やや多 3 少 6 やや多
4-18 ふ毛の有無 1 無 1 無 1 無
4-19 葯の色 1 黄 1 黄 1 黄
5-20 芒の有無・多少 6 やや多 5 中 7 多
5-21 芒長 5 中 5 中 6 やや長
6-22 ふの色 2 黄 2 黄 4 褐
7-23 粒の形 5 中 5 中 5 中
7-24 粒の大小 5 中 5 中 6 やや大
7-25 粒の色 4 褐 4 褐 4 褐
7-26 頂毛部の大きさ 5 中 5 中 5 中
8-27 粒の黒目の有無・多少 1 無～極少 1 無～極少 1 無～極少
9-28 千粒重 5 中 5 中 6 やや大
9-29 容積重 6 やや大 6 やや大 6 やや大
10-30 原麦粒の見かけの品質 5 中中 6 中上 4 中下
11-31 粗蛋白質含量 6 やや多 4 やや少 7 多
11-32 灰分含量 4 やや少 4 やや少 5 中
12-33 うるち・もちの別 1 うるち 1 うるち 1 うるち
13-34 播性の程度 1 Ⅰ 1 Ⅰ 1 Ⅰ
14-35 茎立性 4 やや早 5 中 4 やや早
15-36 出穂期 3 早 4 やや早 4 やや早
15-37 成熟期 3 早 4 やや早 4 やや早
16-38 遺伝子雄性不稔の有無 1 無 1 無 1 無
16-39 細胞質雄性不稔の有無 1 無 1 無 1 無
18-45 耐倒伏性 7 強 6 やや強 7 強
19-46 穂発芽性 7 難 7 難 4 やや易
20-47 脱粒性 5 中 5 中 5 中
21-48 収量性 5 中 7 多 4 やや少
22-49 粒の硬軟 7 硬 7 硬 7 硬
22-50 粒質 3 硝子質 2 中間質 3 硝子質
22-51 製粉歩留 6 やや高 6 やや高 6 やや高
22-52 ミリングスコア 6 やや高 7 高 6 やや高
22-53 60%粉粗蛋白質含量 6 やや多 5 中 6 やや多
22-54 60%粉灰分含量 6 やや多 4 やや少 6 やや多
22-55 60%粉アミロース含量 4 やや少 4 やや少 5 中
22-59 粉の明度 5 中 5 中 5 中
22-60 粉の赤色み 5 中 4 やや低 5 中
22-61 粉の黄色み 4 やや低 5 中 4 やや低
22-62 吸水率 6 やや高 6 やや高 7 高
22-63 バロリメーターバリュー 6 やや高 6 やや高 6 やや高
22-68 最高粘度 8 かなり大 8 かなり大 4 やや小
22-69 ブレークダウン 6 やや大 6 やや大 4 やや小
23-70 縞萎縮病抵抗性 5 中 5 中 7 強
23-71 赤かび病抵抗性 5 中 5 中 4 やや弱
23-72 うどんこ病抵抗性 5 中 3 弱 6 やや強
23-73 赤さび病抵抗性 6 やや強 7 強 6 やや強
　注)種苗特性分類調査報告書(平成10年3月)の基準による

中国168号 せときらら ミナミノカオリ形質
番号

形質
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特性一覧表 

品種名 はるみずき 交配組合せ 
ミナミノカオリ/中国151号

(Pina-D1b,Glu-D1d)*2. 

主要特性 

 長所 １．「せときらら」より成熟期が2日早い早生品種で、稈長は短く倒伏に強い． 

２．子実のタンパク質含量が高く、小麦粉の生地物性が強く、製パン性に優れる． 

 短所 １．収量は「せときらら」対比で1割程度少なく、千粒重もやや小さい． 

試験地 西日本農研（育成地）１） 奈良県農研センター3) 

系統名・品種名 はるみずき せときらら 
ミナミノカオ

リ 

ふくほのか
2） 

はるみずき ふくはるか 備考 

播性の程度 I I I I I I  

出穂期 4月12日 4月15日 4月18日 4月16日 4月6日 4月11日  

成熟期 6月3日 6月5日 6月6日 6月6日 6月1日 6月2日  

稈長（cm） 82 91 83 89 88 86  

穂長（cm） 9.6 8.9 8.3 8.6 8.9 8.3  

穂数（本/㎡） 404 414 384 460 509 555  

ふ色 白 黄 褐 黄 白 褐  

耐倒伏性 強 やや強 強 やや強 0.0 0.3 倒伏程度
(0～5) 

穂発芽性 中 中 易 難   

赤さび病抵抗性 やや弱 やや弱 やや弱 強   

発病程度
(0～5) 

うどんこ病抵抗性 中 中 強 弱   

赤かび病抵抗性 中 中 やや弱 中 0.1 0.1 

子実重（kg/a）３） 52.8 60.0 47.7 57.5 61.4 59.5  

容積重（g/L） 832 837 830 816 832 842  

千粒重（g） 40.2 42.3 41.6 39.4 41.3 40.5  

粒の色 褐 褐 褐 褐 褐 褐  

原麦粒の見かけの品質 中中 中中 中中 中中 2.3 3.3 検査等級 

粒質 硝子質 中間質 硝子質 粉状質    

製粉歩留（%） 69.0 70.2 68.7 69.5 69.6 71.1  

ミリングスコア 82.3 84.3 81.1 84.8 82.3 84.2  

原麦タンパク質含有率（%） 12.2 11.3 12.9 8.3 12.6 11.5  

原麦灰分含有率（%） 1.57 1.54 1.71 1.60 1.62 1.54  

粉のアミロース含有率（%） 20.9 21.4 23.4 22.6    

粉の明度 L* 89.8 89.8 89.9     

粉の赤色み a* -1.28 -1.44 -1.24     

粉の黄色み b* 13.8 14.4 13.2     

ファリノグラム吸水率(%) 60.4 60.9 60.0 53.6    

バロリメーターバリュウ 88 75 75 36    

アミログラム最高粘度(BU) 244 231 172 1167   
 

ブレークダウン(BU) 127 114 58 421   

注１）西日本農研は2013～2017年度の生産力検定(広幅条播栽培)．品質は2012～2016年度． 

注２）「ふくほのか」は2007～2011年度の生産力検定(広幅条播栽培)．品質は2007～2010年度． 

注３）奈良県は2019～2021年度の奨決（条播，現地を除く標準施肥区平均）．品質は2017～2019年度近中四農研センターの評価． 

 


